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能躙 鼈贔繹
え
攀
老
琵
嚢
占
彗
た

機
無

多
種
多
様
な
生
物
の
な
か
で
人
類

が
異
常
に
発
展
で
き
た
の
は
時
間
と

距
離
を
超
越
し
て
情
報
を
伝
達
す
る

能
力
を
獲
得
し
た
こ
と
で
す
。
時
間

の
克
服
は
文
字
や
記
号
を
粘
土
や
亀

甲
や
用
紙
な
ど
に
記
録
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
実
現
し
、
距
離
の
克
服
は
当

初
は
人
間
や
手
紙
の
よ
う
な
媒
体
の

移
動
に
よ
っ
て
実
現
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
段
階
で
は
相
手
に
情
報
が
到
達

す
る
の
に
相
当
の
時
間
を
必
要
と
し

ま
し
た
が
、　
一
九
世
紀
初
頭
か
ら
電

気
を
利
用
す
る
通
信
技
術
が
開
発
さ

れ
、　
一
気
に
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま
し

た
。ド

イ
ツ
の
サ
ミ
ュ
エ
ル

・
ゼ
ー
メ

リ
ン
グ
の
技
術

（
一
人
〇
九
）
や
イ

ギ
リ
ス
の
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
ィ
ー
ト

ス
ト
ン
の
技
術

（三
八
）
な
ど
が
先

駆
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ミ
ュ
エ

ル

・
モ
ー
ル
ス
が
電
信
機

（三
七
）

と
モ
ー
ル
ス
符
号

（四
０
）
を
発
明

し
た
結
果
、
世
界
に
急
速
に
有
線
通

信
の
た
め
の
電
線
が
敷
設
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
大
西
洋
を
横
断
す
る
海

底
ケ
ー
ブ
ル
ま
で
実
現
し
ま
し
た

金
全
Ｃ
。
明
治
維
新
の
直
前
で
す
が
、

日
本
に
は
す
で
に

一
二
年
前
に
、
そ

の
技
術
が
到
来
し
て
い
た
の
で
す
。

日
米
和
親
条
約
締
結
の
た
め
、　
一

人
五
四
年
に
再
度
、
浦
賀
に
到
来
し

た
ペ
リ
ー
艦
隊
は
ア
メ
リ
カ
の
威
力

を
誇
示
す
る
た
め
に
様
々
な
最
新
の

技
術
装
置
を
持
参
し
ま
し
た
が
、
そ

の
な
か
に
二
台
の
モ
ー
ル
ス
電
信
機

が
あ
り
ま
し
た

（図
１
）。
艦
隊
の

技
師
が
約
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
区
間

に
電
線
を
敷
設
し
て
二
台
の
装
置
を

接
続
し
、
信
号
を
送
受
す
る
実
演
を

し
た
の
で
す
。
こ
の
装
置
は

一
九
九

七
年
に
国
指
定
重
要
文
化
財
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
当
時
の
日
本
と
西
欧

の
技
術
格
差
を
象
徴
す
る
事
件
で
し

た
。霧

轟
籍
轄
董

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
幕
末
の
混

乱
の
時
期
に
な
り
ま
す
が
、　
一
人
六

八
年
に
明
治
政
府
が
成
立
し
、
こ
の

よ
う
な
格
差
を
是
正
す
る
た
め
の
政

策
を
次
々
に
実
施
し
ま
す
。
そ
の
代

表
が
二
〇

一
六
年

一
二
月
号
で
紹
介

し
た
ヘ
ン
リ
ー

・
ダ
イ
ヤ
ー
を
校
長

と
す
る
工
部
大
学
校
の
設
立
で
し
た
。

当
時
の
世
界
最
高
と
さ
れ
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
を
卒

業
し
た
ば
か
り
の
ダ
イ
ヤ
ー
を
中
心

に
九
名
の
教
授

一
行
が
七
三
年
に
横

浜
に
到
着
し
、
工
学
寮
が
開
校
、
七

七
年
に
工
部
大
学
校
に
な
り
ま
す
。

こ
の
学
校
に
は
、
土
木
、
機
械
、

造
家
、
電
信
、
化
学
、
冶
金
、
鉱
山
、

造
船
の
人
学
科
が
設
置
さ
れ
、
七
三

年
四
月
に
第

一
期
生
と
し
て
全
国
か

ら
二
０
名
の
俊
英
が
入
学
し
ま
す
。

土
木
に
は
灯
台
や
橋
梁
の
建
設
に
活

躍
し
た
石
橋
絢
彦
、
造
家
に
は
東
京

駅
や
日
本
銀
行
本
店
な
ど
の
設
計
で

有
名
な
辰
野
金
吾
、
赤
坂
迎
賓
館
を

設
計
し
た
片
山
東
熊
、
化
学
に
は
ア

ド
レ
ナ
リ
ン
を
発
見
す
る
高
峰
譲
吉

な
ど
、
後
世
に
名
前
が
記
録
さ
れ
る

優
秀
な
学
生
が
入
学
し
ま
す
が
、
電

信
に
入
学
し
た
の
が
志
田
林
三
郎
で

し
た
。

林
二
郎
は

一
人
五
六
年
に
肥
前
国

多
久
邑

（佐
賀
県
多
久
市
）
の
一
般

家
庭
に
長
男
と
し
て
誕
生
し
ま
す
。

父
親
の
重
蔵
は
武
士
階
級
で
は
な
か

つ
た
も
の
の
私
塾
を
開
設
し
て
村
人

に
講
義
を
す
る
よ
う
な
人
物
で
し
た

が
、
林
三
郎
の
誕
生
か
ら
五
ヶ
月
後

に
逝
去
し
て
し
ま
い
ま
す
。
母
親
の

フ
ミ
は
二
人
の
子
供
の
養
育
の
た
め

着
物
の
仕
立
な
ど
内
職
で
家
計
を
維

持
し
ま
す
が
、
餞
頭
を
販
売
す
る
商

売
も
開
業
し
ま
し
た
。
そ
の
売
買
を

手
伝
っ
た
林
三
郎
は
勘
定
で
計
算
能

力
を
発
揮
し
、
地
元
で
は
有
名
な
神

童
で
し
た
。

そ
の
能
力
に
感
心
し
た
地
元
の
漢

方
医
尾
形
惟
高
が
地
域
の
教
育
機
関

で
勉
強
す
る
よ
う
手
配
し
て
く
れ
た

と
こ
ろ
、
そ
の
評
判
に
よ
り
、
地
域

の
殿
様
の
多
久
邑
の

一
一
代
邑
主
多

久
茂
族
に
面
談
す
る
機
会
が
到
来
し

ま
し
た
。
出
題
さ
れ
る
算
術
の
難
問

に
次
々
と
回
答
す
る
能
力
に
驚
嘆
し

た
殿
様
が
士
族
の
教
育
機
関
で
あ
る

多
久
邑
校
東
原
摩
舎
で
勉
強
す
る
こ

と
を
許
可
し
ま
す
。
こ
こ
で

一
二
歳

か
ら

一
六
歳
ま
で
勉
強
し
た
林
三
郎

は
藩
校
弘
道
館
に
進
学
、
さ
ら
に
東

京
の
工
学
寮
に
入
学
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
都
大
学
校
を

整
篇
で
卒
業

二
〇
名
の
第

一
期
生
の
う
ち
電
信

に
入
学
し
た
の
は
志
田
林
三
郎
と
補

欠
入
学
の
川
口
武

一
郎
の
み
で
し
た

が
、
二
人
は
素
晴
ら
し
い
教
師
に
出

会
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
ー

と
と
も
に
二
六
歳
で
来
日
し
た
ウ
イ

リ
ア
ム

・
エ
ド
ワ
ー
ド

・
エ
ア
ト
ン

教
授

（図
２
）
で
す
。　
一
人
四
七
年

に
ロ
ン
ド
ン
で
誕
生
、
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ

・
カ
レ
ッ
ジ
を
六
七
年
に
卒
業

し
て
か
ら
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
で
ウ
イ

リ
ア
ム

・
ト
ム
ソ
ン
教
授

（図
３
）

の
実
験
を
手
伝
っ
て
い
た
経
験
が
あ

り
、
そ
の
関
係
で
日
本
に
派
遣
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

エ
ア
ト
ン
は
イ
ン
ド
や
ス
コ
ツ
ト

ラ
ン
ド
で
技
師
と
し
て
の
実
務
経
験

も
あ
り
、
帰
国
し
て
か
ら
は
王
立
協

会
の
会
員
と
な
り
、
電
気
技
術
協
会

会
長
に
も
就
任
す
る
な
ど
学
者
と
し

て
も

一
流
の
人
物
で
し
た
。
理
論
だ

け
で
は
な
い
能
力
を
証
明
し
た
行
事

が
あ
り
ま
す
。　
一
人
七
八
年
二
月
に

日
本
最
初
の
電
信
中
央
局
が
銀
座
に

開
設
さ
れ
、
そ
の
祝
賀
行
事
が
工
部

大
学
校
の
講
堂
で
開
催
さ
れ
た
と
き
、

エ
ア
ト
ン
は
生
徒
と
と
も
に
蓄
電
池

で
ア
ー
ク
灯
を
点
灯
し
て
来
場
し
た

志田林三郎 (1856-92)
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さ
れ
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言
葉
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行
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、

明
治
維
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の
光
と
影
を
と
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西
郷
隆
餞
の
人
間
像
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描
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覆
０
膵
伝

彼
が
い
な
か
っ
た
ら
、
明
治
維
新
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成
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遂
げ

ら
れ
な
か
っ
た
か
も
し
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な
い
―
―
―
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「
最
後

の
侍
」
の
魅
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と
は
？
日
本
の
夜
明
け
を
か
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ぬ
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西
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隆
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波
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迪
る
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人
々
を
驚
嘆
さ
せ
た
の
で
す
。

エ
ア
ト
ン
は
林
三
郎
の
才
能
を
入

学
直
後
か
ら
見
抜
き
、
教
育
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
実
験
の
助
手
や
工
事

の
研
修
な
ど
数
多
く
の
経
験
を
さ
せ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
、

在
学
期
間
に
も
論
文
を
何
編
か
発
表

し
て
い
ま
す
が
、
約
二
〇
〇
ペ
ー
ジ

の
英
文
の
卒
業
論
文

「電
信
の
歴
史
・

電
気
通
信
の
進
歩
に
関
す
る
研
究
」

は
卓
越
し
た
内
容
で
し
た
。
そ
し
て

一
人
七
九
年

一
一
月
の
二
二
名
が
卒

業
し
た
第

一
回
卒
驚
式
で
は
次
席
に

大
差
の
成
績
の
林
三
郎
が
首
席
で
卒

業
し
、
工
学
士
第

一
号
の
一
人
に
な

り
ま
し
た
。

ク
十
二
壌
…
ｉ
サ

■
亀

難
鶏
量
難
舞

こ
の
成
績
に
よ
り
、
林
三
郎
は

一

〇
名
の
仲
間
と
と
も
に
国
費
留
学
生

に
選
抜
さ
れ
、
卒
業
の
翌
年
二
月
に

グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学

（図
４
）
に
出
発

し
ま
す
。
工
部
大
学
校
の
教
授
の
派

遣
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
が
斡
旋
を

依
頼
し
た
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
・
マ
セ
ソ

ン
商
会
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の
ウ
イ

リ
ア
ム

・
ラ
ン
キ
ン
教
授
に
相
談
し

て
い
た
た
め
、
校
長
の
ダ
イ
ヤ
ー
を

は
じ
め
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
に
関
係
の

あ
る
人
々
が
多
数
派
遣
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
結
果
、
留
学
の
行
先
も
グ
ラ
ス

ゴ
ー
大
学
が
推
薦
さ
れ
た
経
緯
が
あ

り
ま
す
。

こ
れ
は
当
時
の
日
本
に
は
重
要
な

こ
と
で
し
た
。
英
国
の
大
学
と
い
う

と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
や
ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
大
学
が

有
名
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
大
学
で
は

理
学
が
中
心
で
、
工
学
は
軽
視
さ
れ

て
い
ま
し
た
。　
一
方
、
産
業
革
命
の

中
心
で
あ
っ
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で

は
工
学
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
最
高
の

地
位
に
あ
っ
た
の
が
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大

学
で
す
■
当
時
の
日
本
に
と
っ
て
必

要
で
あ
っ
た
の
は
工
業
国
家
と
し
て

発
展
す
る
た
め
の
技
術
で
あ
り
、
グ

ラ
ス
ゴ
ー
大
学
は
最
適
の
学
校
だ
っ

た
の
で
す
。

こ
の
大
学
の
著
名
な
盟
主
は
前
出

の
ト
ム
ソ
ン
教
授

（ケ
ル
ヴ
ィ
ン
卿
）

で
し
た
。　
一
〇
歳
で
大
学
に
入
学
、

三
二
歳
で
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
教
授
と

な
り
、
ジ
ュ
ー
ル
＝
ト
ム
ソ
ン
効
果

や
絶
対
温
度
目
盛
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
に
名

前
が
記
録
さ
れ
、
大
西
洋
横
断
ケ
ー

ブ
ル
敷
設
に
貢
献
し
、
晩
年
に
は
王

立
協
会
会
長
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
総

長
に
も
就
任
し
た
大
物
教
授
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
工
部
大
学
校
の
教
授
の

一

人
が
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
卿
の
弟
子
で
あ
っ

た
関
係
で
、
藩
名
な
教
授
が
林
三
郎

の
指
導
教
官
に
な
っ
て
く
れ
た
の
で

す
。し

か
し
林
三
郎
は
期
待
以
上
の
活

躍
を
し
ま
す
。
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
卿
の
指

導
で
実
施
し
た
測
定
実
験
の
結
果
に

つ
い
て
英
国
協
会
で
講
演
し
、
自
身

が
発
明
し
た
自
記
電
流
計
に
つ
い
て

の
論
文
を

『
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
カ
ル
・

マ
ガ
ジ
ン
』
に
英
文
で
発
表
す
る
な

ど
の
業
績
が
あ
り
、
学
生
が
相
互
に

投
票
し
て
決
定
す
る
最
優
秀
賞
も
受

賞
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
グ
ラ
ス
ゴ

ー
大
学
の
学
生
が
発
表
し
た
も
っ
と

も
優
秀
な
論
文

一
編
だ
け
に
毎
年
授

与
さ
れ
る

「
ク
レ
ラ
ン
ド
金
賞
」
も

一
八
人
０
年
に
受
賞
し
て
い
ま
す
。

驚
嘆
す
る
の
は
、
講
演
も
議
支
も

流
暢
な
英
語
を
駆
使
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
上
京
す
る
以
前
に
地
元
で
英

語
を
勉
強
し
て
い
た
と
い
う
情
報
も

あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
英
語
に
よ
る

工
部
大
学
校
六
年
間
の
授
業
で
Ｌ
違

し
た
の
で
す
。
大
学
生
活
は

一
年
で

終
了
、
そ
れ
か
ら
半
年
、
グ
ラ
ス
ゴ

ー
中
央
郵
便
局
で
研
修
を
し
て
帰
＝

し
ま
す
。
約
五
〇
年
の
研
究
教
育
生

活
を
し
て
き
た
ケ
ル
ヴ
ィ
ン
卿
の
伝

記
に
は
、
林
三
郎
に
つ
い
て

「自
分

の
生
徒
の
な
か
で
も
っ
と
も
優
秀
な

生
徒
で
あ
る
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る

そ
つヽ
で
，す
。

家

藩

奄

穏

通

し
な

連

講

一
人
人
三
年
四
月
に
帰
国
し
た
林

三
郎
は
思
師
エ
ア
ト
ン
も
後
任
の
ト

ー
マ
ス
・
グ
レ
ー
も
帰
国
し
て
い
た

た
め
、
八
月
に
二
七
歳
で
工
部
大
学

校
教
授
に
就
任
し
ま
す
が
、
八
六
年

に
工
部
大
学
校
が
帝
国
大
学
に
な
り
、

そ
の
教
授
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
同

時
に
、
グ
ラ
ス
ゴ
ー
中
央
郵
便
局
で

の
経
験
も
評
価
さ
れ
、
八
五
年
に
設

立
さ
れ
た
逓
信
省
の
技
師
も
併
任
し
、

八
九
年
に
は
三
三
歳
で
初
代
逓
信
公

務
局
長
に
就
任
し
ま
す
。
平
均
寿
命

が
四
五
歳
の
時
代
と
し
て
も
、
林
三

郎
の
才
能
が
際
立
っ
て
い
た
こ
と
が

理
解
で
き
ま
す
。

こ
れ
以
後
、
官
学
両
面
で
活
躍
し

ま
す
が
、
そ
の
能
力
が
最
大
に
発
揮

さ
れ
た
の
が
電
気
学
会
の
設
立
総
会

で
の
講
演
で
し
た
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン

ド
留
学
時
代
の
経
験
か
ら
、
日
本
の

技
術
の
発
展
の
た
め
に
は
学
会
が
必

要
だ
と
確
信
し
て
い
た
林
三
郎
は

一

八
八
八
年
に
、
通
信
大
臣
榎
本
武
揚

を
会
長
と
す
る
電
気
学
会
を
設
立
し

ま
す
。
日
本
鉱
業
会

（八
五
）、
造

家
学
会

（八
六
）
に
続
く
日
本
で
三

番
目
の
学
会
で
し
た
。
そ
の
設
立
総

会
で
榎
本
会
長
の
演
説
の
次
に
志
田

幹
事
が
未
来
を
見
通
し
た
講
演
を
し

て
い
ま
す
。

『電
気
學
會
雑
誌
第

一
琥
』
に
掲

載
さ
れ
た
記
録
か
ら
、
そ
の
見
事
な

予
測
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
学
会
設

立
の
意
義
か
ら
開
始
し
、
人
四
〇
名

の
会
員
と
寄
付
さ
れ
た
二
〇
〇
円
の

基
金
に
よ
り
設
立
に
到
達
し
た
経
緯

を
紹
介
し
ま
す
。
さ
ら
に
当
時
の
大

手
の
人
々
に
知
識
の
な
か
っ
た
電
気

通
信
技
術
の
歴
史
を
古
代
ギ
リ
シ
ャ

の
タ
ー
レ
ス
に
よ
る
摩
擦
電
気
の
発

見
以
来
、
詳
細
に
説
明
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
過
去
の
歴
史
を

背
禁
に
、
本
題
で
あ
る

一
二
の
予
期

さ
れ
る
未
来
を
紹
介
し
て
い
る
の
で

す
。主

要
な
予
測
を
現
代
の
表
現
で
紹

介
し
ま
す
。
最
初
が

「
一
本
の
電
線

に
よ
り

一
分
に
数
百
語
の
音
声
を
数

通
同
時
に
送
受
可
能
に
な
る
」
と
い

う
内
容
で
、
現
在
の
高
凛
一多
重
通
信

技
術
を
予
測
し
て
い
ま
す
。
「
電
線

を
使
用
せ
ず
数
里
の
距
離
を
自
在
に

通
信
通
話
で
き
る
」
と
無
繰
通
信
の

到
来
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
一

人
八
八
年
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ

・
ヘ
ル
ツ

が
電
波
の
発
信
と
受
信
の
実
験
に
成

功
し
、
グ
リ
エ
ル
モ
・
マ
ル
コ
ー
ニ

が
無
線
通
信
技
術
を
実
用
に
し
た
の

が

一
人
九
五
年
で
す
か
ら
、
見
事
な

予
測
で
し
た
。

さ
ら
に

「音
声
伝
送
の
利
便
が
進

歩
し
、
大
阪
や
長
時
ど
こ
ろ
か
上
海

や
香
港
の
よ
う
な
遠
方
で
演
奏
さ
れ

る
音
楽
も
東
京
で
鑑
賞
す
る
こ
と
も

間
近
に
な
っ
て
い
る
」
と
ラ
ジ
オ
の

海
外
枚
送
も
予
言
し
て
い
ま
す
。
実

際
の
ラ
ジ
オ
放
送
が
実
現
し
た
の
は

ア
メ
リ
カ
で

一
九
〇
〇
年
、
日
本
で

一
九
二
五
年
で
す
。
電
力
に
つ
い
て

も

「
ナ
イ
ア
ガ
ラ
瀑
布
で
発
電
し

た
電
気
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
送
電
し
、

日
光
の
華
厳
の
滝
で
発
電
し
た
電
力

を
東
京
に
送
電
し
て
電
灯
を
点
灯
す

る
」
こ
と
も
予
測
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て

「陸
に
電
気
鉄
道
、
海
に

電
気
船
舶
が
増
加
し
、
輸
送
手
段
か

ら
黒
煙
や
蒸
気
が
排
出
さ
れ
な
い
時

代
が
到
来
す
る
」
と
、
環
境
問
題
ヘ

の
配
慮
も
披
露
し
て
い
ま
す
。
「
電

気
や
磁
気
の
作
用
で
光
を
遠
方
に
輸

送
し
、
相
手
を
相
見
る
こ
と
も
可
能

に
な
る
」
と
画
像
通
信
に
も
言
及
し
、

「音
声
の
自
動
記
録
も
空
論
で
は
な

い
」
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
音
声

の
ま
ま
の
記
録
で
あ
れ
ば
、
す
で
に

一
人
七
Ｌ
年
に
フ
ォ
ノ
グ
ラ
フ
が
発

明
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
文
字
に
変
換

す
る
技
術
の
子
見
で
あ
れ
ば
、
大
変

な
卓
見
で
し
た
。

志
田
林
三
郎
は
研
究
に
お
い
て
優

秀
で
あ
つ
た
だ
け
で
は
な
く
、
教
師

と
し
て
も
官
吏
と
し
て
も
能
力
を
発

揮
し
た
天
才
で
し
た
が
、
近
代
国
家

創
生
の
時
期
の
通
信
政
策
を
策
定
す

る
激
務
が
連
続
し
、　
一
人
九
二
年

一

月
四
日
に
、
わ
ず
か
三
六
歳
で
逝
去

し
ま
し
た
。
ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ

・
モ

ー
ツ
ア
ル
ト
は
林
三
郎
誕
生
の

一
〇

〇
年
前
に
誕
生
し
、
林
三
郎
死
亡
の

一
〇
〇
年
前
に
二
五
歳
で
死
亡
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
再
来
の
よ
う
な
天

才
で
し
た
。
唯

一
の
残
念
な
相
違
は

日
本
で
さ
え
も
忘
却
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
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公園講座日程

◆東 京 2月 20日 (火)10130～12:30

有楽町駅前 国際フォーラムD5ホール

◆名古屋 2月 24日 (土 )14:00～16100

名古屋駅前 TKPガーデンシテイPREMIUM名駅西ロ

◆六: 薇: 2月 25日 (日 )15:00～17:00

京橋駅前 ツイン21 MIDタ ワー20階

器 扉雪群 雰需:鷺鷺こ薫詰鼎 熙膿騨甕

鈴 木 堅 史

1'31年、多言騒活勲 を提 唱 した

榊原餞氏 とともに、言語交流研究

所 ヒ′ポファミリークラプの磐設 に

尽 力"8本、アメリカなどでも、多

言語の活0とその環境作りをお

介、この多言壽の環境を家族4人

で楽しんでい6.

Suzanne F:ynnス ザンタ・フリン数螢

ン=ム・チョムスキー博士の字競として有名な「生

成女注理鐵Jも 含め、30年以上にわた

'人

間の

言語獲得の秘密や多言語のもたらす効果につ

いて研丸 r年齢による磁界期はない」r2か 国語

以上話す子どもたちは抽象概念に強く、想像カ

も豊かJなどユニークな言語理綸を発表している。
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